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話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕
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～伏見～

京都市南部に位置し、今は住宅街や工場などがひしめく伏見。平安時代から応仁の乱の

頃までは、風光明媚な遊興地や景勝地として、寺院の造営や貴族たちの別荘が多くあり

ました。なかでも代表的なのは、藤原頼通の息子の橘俊綱の別荘、伏見山荘です。

現在の観月橋駅北東付近にあり、「宵の天空に光る月」「宇治川の川面に映る月」「巨椋

池に揺れる月」「盃に浮かぶ月」と、4 つの月を 1 度に楽しめることから、四月（しげつ）と

呼ばれ、それが月見の名所「指月」になりました。橘俊綱が自ら造園を行った伏見山荘は

「これほど風流で趣のある庭はない」と人々から称賛されるほどでした。また、白河上皇

が創建した鳥羽離宮は、当時の鴨川と桂川との間の水郷地を利用し、広大な池に沿って

御殿 ・ 仏閣 ・ 庭園が立ち並ぶ壮麗なものでした。ここで舟遊びや歌会 ・ 雅楽 ・ 競べ馬

などが頻繁に行われていたようです。白河 ・ 鳥羽上皇による院政の拠点となった

鳥羽離宮ですが、保元の乱や承久の乱によって、その後は荒廃。現在は、鳥羽離宮の

築山「秋の山」は、離宮公園に、また馬場殿跡は城南宮の境内となり、鳥羽上皇ゆかりの

安楽寿院などが残されています。伏見山荘 ・ 鳥羽離宮とも、その名残はあまりありません

が、当時を思い浮かべながら散策してみると、違った風景に見えてくるかもしれません。


